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卒業式                         修了式・離任式    

 ＜3月 2３日（木）卒業式 ＞                   ＜ 3月 2４日（金）修了式・離任式＞ 

    ８：１５～ ８：４５ 受付                       ８：０５ 予鈴 

    ９：００～１０：００ 卒業証書授与式              ８：１０～ ８：２５ 朝のかがやき 

   １０：１０～１０：２５ 学級活動                   ８：３０～ ８：４５ 修了式 

   １０：３０         親子下校                   ８：５０～ ９：３５ 学活 

                                            ９：４０～１０：１０ 離任式 

                                           １０：１５～１０：２５ 帰りのかがやき 

                                           １０：４０         学年下校 

１年生教室南側の「あまなつ」を収穫 

 スーパーボランティアの後藤さんご夫妻にご協力いただいて、１年生教室南側の 

「あまなつ」を今年も収穫しました。隔年で収穫量が減少するため、今年は２００個 

ほどの収穫となり、昨年「あまなつ」をもらっていない１年生に配りました。１年生の 

教室からも後藤さんご夫妻の収穫の様子がよく見えるので、「ありがとうございます。」 

と、大きな声で感謝の気持ちを届けることができました。 

  以下に穂積小に伝わる「あまなつ物語」を掲載させていただきました。７年前に、はじめて１０００個以上収穫

できた感動を当時の教頭先生が「１０００個のあまなつ物語～あまなつ君の幸せ～」として紹介されました。 

「６年生を送る会」   

２月２１日（火）ひびきあい縦割り班である白と青が、２２日（水）黄と青が、 

５年生が企画した遊びをしたり、６年生へのメッセージを書いたプレゼントを 

渡したりする「６年生を送る会」第１部を行いました。１～５年生は、６年生に 

感謝の気持ちを伝えることができました。６年生は、今までのひびきあい活動 

の取組に誇りをもって参加するとともに、下学年生に感謝の気持ちを伝えるこ 

とができました。 

また、２月２４日（金）の５時間目に体育館で、穂積小５つの宝物への取組 

の成果を６年生が語り、引き継ぐ５年生が決意を述べる「６年生を送る会」 

第２部（穂積小学校の５つの宝物を引き継ぐ会）を行いました。６年生は、 

取組の成果を堂々と語ることができました。５年生は、６年生の取組を引き継 

ぎ、さらによりよい穂積小学校を築いていく決意を堂々と述べることができま 

した。Teamsで参加した１～４年生も、真剣に５・６年生の話を聞き、宝物を 

引き継ぐ気持ちを高めることができました。 

 

※保護者の参加は児童 1 名につき最大２名
までとさせていただきます。 

※卒業式の開催方法については、2/24 付け
配付文書（６年生保護者のみ）をご参照く
ださい。 

※5 年生以下の学年は休業日になります。 

１ねんせいのきょうしつの前に、１本のあまなつみかんの木があります。その木は「あまなつ君」とよばれていました。あまなつ君は、あついなつ
も、さむいふゆも、まい日１年生と２年生のべんきょうのようすをみまもってきました。そのすがたをみていたあまなつ君は「ぼくもみんなといっしょ
にべんきょうしたいなあ。」と思うようになりました。そして、なん年もなん年もそう思っていましたが、あまなつ君は、にんげんになることはできませ
んでした。 
「にんげんにはなれないけど、ぼくの実をたべてもらって、にんげんをよろこばせてあげることはできるかもしれない。」そう思ったあまなつ君は、
じめんからいっぱいえいようをすって、たいようのひかりをいっぱいあびました。するとあまなつ君のからだはどんどん大きくなりました。なん年も
たってあまなつ君は、りっぱなみきをもつおとなになりました。でもなぜか、思うようにたくさんの実がなりませんでした。 
「よし、ほづみ小の子どもたちから“げんき”というえいようをもらおう。」とあまなつ君は思いました。子どもたちのまい日のげんきなあいさつや
がっしょう、いっしょうけんめいべんきょうするすがた、グラウンドで思い切りあそぶようすを見ることで、それをあまなつ君はえいようにかえていきま
した。 
  するとどうでしょう。すこしずつたくさんの実がなるようになりました。「ようし、もっとげんきのえいようをもらって、ほづみ小のおともだちぜんいん
に、ぼくのおいしいあまなつをたべてもらおう。」とめあてをもったあまなつ君の実は、まいとしふえていき、なんとういうことでしょう、とうとう、ことし
１０００この実をつけたのでした。あまなつ君からのあまくてすっぱいプレゼントをもらったほづみ小のおともだちは、みんなととびきりのえがおにな
りました。そして、それを見たあまなつ君はもっとしあわせになりました。 


